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論文内容の要旨

〔目的〕

ランゲルハンス島(以下 ラ島)移植に際して donor 醇はラ島分離操作に至るまでの間，虚血lζ晒

される。虚血が分離ラ島のホルモン含有量あるいは分離ラ島機能に及ぼす影響についての系統的研究はな

い。本研究においては，分離操作開始までの虚血が分離ラ島のインスリン含有量およびインスリン分泌能

に及ぼす影響を明らかにせんとした。

〔方法ならびに成績〕

方法:雑種成犬 6頭を用いたD ネンブタール静脈麻酔下に摘出した全勝を直ちに均等に 7 分割した。分

割停の一片を直ちにラ島分離操作に供し， 0 時間虚血群(対照群)とした。残りの 6 片を以下の条件下に

保存した;① 4 0C， Hanks 液中(低温虚血群) ,( 3 7 0C, Hanks 液中(温虚血群) ，③ 37
0

C，ビニー

ルパックに捧片を納め脱気した(脱気温虚血群)。上記 3 条件下の保存を 3時間および 5 時間行った後，

直ちにラ島を分離した。各群より分離採取したラ島 6 0 個のうち 2 0 個をブドウ糖刺激試験に供し， 3 0 

個を培養保存した。残る 1 0 個をインスリン含有量測定のため， -2 OoCに凍結保存した。 1 日培養後の

ラ島 2 0 個をブドウ糖刺激試験に供した。残る 1 0 個をインスリン含有量測定のために凍結保存した。ブ

ドウ糖刺激試験は，ラ島 1 0 個を収容した容器内にて 8 0 分聞にわたりブドウ糖濃度 100 あるいは 300

mg /deにて施行した。

成績:

(1 ) インスリン含有量;
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①培養していないラ島; 3時間ならびに 5 時間低温虚血群は，対照群iと比べ有意差を認めなかった。

5 時間の温虚血群の 477 ::t 32μU / 1 0 ・ Islets ，脱気温虚血群の4: 1 8 士 180μU / 1 0 ・

1 s 1 et s は，対照群の 1157 ::t 236μU / 1 0 ・ Islets ならびに低温虚血群の 1203 ::t 97

μU / 1 0 ・ Isletslr.比べ有意に低値であった。② 1 日培養後のラ島， 5 時間脱気温虚血群を除き各

群は，対応する培養していないラ島に比べ有意に低値であった。 3時間ならびに 5時間虚血の全群は，

対照群に比べ有意の差は認められなかった。

(2) ブドウ糖刺激に対するインスリン分泌量;

①培養していないラ島;ブドウ糖濃度 1 0 0 mg / de刺激に対し， 3 時間ならびに 5 時間の低温虚血

群および温虚血群は，対照群に比べ有意差を認めなかった。 5時間脱気温虚血群は，対照群に比べ有意

に低値であった口一方，ブドウ糖濃度 300mg/de刺激に対し， 3 時間ならびに 5 時間低温虚血群お

よび 3 時間温虚血群は，対照群に比べ有意差を認めなかった。 5 時間の温虚血群ならびに脱気温虚血群

は，対照群l乙比べ有意に低値であった。② 1 日培養後のラ島;ブドウ糖濃度 1 OOmg/de 刺激に対し，

3 時間ならびに 5 時間の低温虚血群， 3 時間温虚血群は対照群に比べ有意差を認めなかった。 3 時間脱

気温虚血群， 5 時間の温虚血群ならびに脱気温虚血群は，対照群に比べ有意に低値であった口一方，ブ

ドウ糖濃度 3 OOmg/de 刺激に対し， 3 時間ならびに 5 時間低温虚血群は対照群に比べ有意差を認め

なかった。 3 時間および 5 時間の温虚血群ならびに脱気温虚血群は 対照群に比べ有意に低値であった。

また，全ての虚血群は，対応する培養していないラ島に比べ有意に低値であった。

〔総括〕

犬惇分離ラ島のインスリン含有量ならびにインスリン分泌機能に及ぼす虚血の影響を，虚血を経ない群

を対照群として検討した。同じく， 1 日培養後のラ島についても検討した。その結果，以下の事実が観察

された。

1. 3 時間ならびに 5 時間低温虚血後のラ島のインスリン含有量は，対照群に比べ培養していないラ島に

おいて有意差を認めなかった。 1 日培養後のラ島においても同様に差異が認められなかった。

2. 5 時間の温虚血ならびに脱気温虚血後のラ島のインスリン含有量は，対照群ならびに 5 時間低温虚血

後の含有量に比べ有意に低値であった。 1 日培養後のラ島のインスリン含有量は， 5 時間の脱気温虚血

群を除き，培養しないラ島のインスリン含有量に比べ有意に低値であった。

3. 3 時間ならびに 5 時間の低温虚血後のラ島のインスリン分泌量は，対照群に比べ培養していないラ島

において有意差を認めなかった。 1 日培養後のラ島においても同様に差異が認められなかった。

4. 5 時間の温虚血ならびに脱気温虚血を経たラ島は，対照群のラ島に比べブドウ糖刺激に対するインス

リン分泌量が有意に低値であった。 3 時間あるいは 5 時間の温虚血ならびに脱気温虚血を経たラ島は，

1 日培養後には，対照群のラ島に比べブドウ糖刺激に対するインスリン分泌量は有意に低値であった。

また 1 日培養後のラ島のインスリン分泌量は，培養しないラ島のインスリン分泌量に比べ有意に低値

であった。
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論文審査の結果の要旨

本論文は正常犬停を用い，分離ラ島のインスリン含有量ならびにインスリン分泌機能に及ぼす虚血の影

響を，虚血を経ない群を対照群として比較し，同じく， 1 日培養後のラ島についても検討したものである。

その結果， (1) 5 時間までの 4
0

C，低温虚血後のラ島のインスリン含有量およびインスリン分泌量は，対照

群 lと比べ有意な差を認めなかった乙と， 1 日培養後のラ島についても同様であった乙と， (2)5 時間の 3 7 

OC，温虚血後のラ島のインスリン含有量および分泌量は，対照群に比べ有意に低値であった乙と， 1 日培

養後には， 3 時間の温虚血でその分泌量は低下する乙と， (3) 1 日培養後のラ島は，培養しないラ島に比べ

含有量および分泌量ともに低下する乙と を明確にしている口

-299-




